
ＩＣＴ施工ヘルプデスク　Ｑ＆Ａ　（3D設計）
番号 回答日 区分 質　　　問 回　　　答

141 R4.5.31 全体

3次元設計データについて質問いたします
「3次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」土工編の４－１
－３、3次元設計データの確認ですが、3次元設計データと設計
図書の照合結果については3次元設計チェックシートに記載す
るとありますが、記載のみで提出はしなくてもよいということです
か？
4－2－3基本設計データの確認には提出とありますが、面管理
の場合はすべて提出不要という認識でよろしいでしょうか？

面管理の場合でも３次元設計チェックシートの提出は必須です。

参考：３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）（令和４年３
月　国土交通省）
第２編　土工編　第３章　３次元計測技術を用いた出来形管理に
必要な実施事項
に以下の記述があります。

131 R3.10.12 全体

重力式擁壁の掘削（床付）において、ＩＣＴ建機による施工を考え
ています。この場合、出来形管理は床付け面の管理の比較でい
いのでしょうか？
設計データより床付の高さを３ＤＣＡＤで作成すればいいか、掘
削の法面部分も反映すればいいかどちらでしょうか？

床掘り（作業土工）は出来形管理の対象外になっていますが、土
工等の出来形管理対象工種の面計測時に該当箇所（この場合、
床掘りの形状）を含む範囲で計測をしている場合、その点群を利
用して床掘部分の出来形数量を算出することは出来ます。
また、設計データの作成部分ですが、ＩＣＴ施工で使用する箇所を
３ＤＣＡＤで作成してください。
このとき、作業数量の積算（見積り）に３次元設計データを利用す
る場合は、法面部分の形状も必要になります。この場合、床掘り
の形状で作業数量が変わるため、作成する設計データの形状に
ついては発注者と協議してください

116 R3.6.16 全体

発注者から、３Ｄ起工測量データを貸与していただきました。こ
の場合に、起工測量は【従来計測】を選択することができると（Ｉ
ＣＴ活用工事（土工）実施要領）に記載されています。この場合、
３Ｄ起工測量データをもとに２Ｄ化した横断図と現地横断測量結
果を対比し、照査結果とし問題なければ使用できるものなのか、
管理断面間の地盤を面的に計測して対比し、照査結果とするべ
きなのか御教授願います。また、現地との相違があった場合、３
Ｄ測量を業者が行うべきなのでしょうか？(お金の問題等あるた
め)

照査結果が問題なければ使用してください。問題があった場合の
対応については、発注担当者との協議をお願いします。

［解説］
ＩＣＴ活用工事（土工）実施要領には、以下のように記載されていま
す。この質問のケースでは、管理断面及び変化点の計測による
測量でも、ＩＣＴ活用工事の起工測量として認められます。新たに
面計測を行う必要がある場合は、発注担当者と協議してください。

103 R2.6.5 全体

「ＩＣＴ活用工事積算要領」では３次元起工測量・３次元設計デー
タの作成を必要とする場合は、共通仮設費の技術管理費に計
上するものとし、必要額を適正に積み上げるものとする。とあり
ますが具体的な方法等ご教示ください。現状では３次元起工測
量・３次元設計データの作成は施工業者が実施しているが、本
来はそれぞれ測量業務、設計業務において実施させるものとい
う点から、見積作成時において、測量業務、設計業務の直接人
件費や諸経費の考え方としていいのでしょうか。

・３次元起工測量、３次元設計データの作成に要する費用につき
ましては、受注者からの見積り徴収結果に基づき、計上しており
ます。
・見積りにおける計上内容につきましては、各発注者からの見積
り依頼書などの条件に基づき、見積を作成してください。

ＩＣＴ活用工事の手引き（Ｈ３０．７）の５頁「10.出来形管理」に記
載のある「３次元設計データ、精算数量の協議、数量計算の方
法の協議」とは具体的に何を協議するのでしょうか。（設計数量
については、起工測量の３次元データと３次元設計データとの
差分で確定しており、設計面が変更にならない限り数量の変更
は無いはずです。設計面が変更になる場合は、出来形管理の
前に協議が必要と考えます。）
また、６９、７０頁に記載のある出来高数量ですが、算出結果は
何に利用できるのでしょうか？７０頁に記載の「契約条件として
認められている場合」とは、入札説明書及び特記仕様書にはど
のように記載されているのでしょうか？また、どのような場合に
契約条件として認められるのでしょうか。

協議の内容は下記のとおりです。
　３次元設計データ：
　　３次元設計データ作成に関する協議です。なお、現場状況
　　によっては、協議を行う必要がない場合もあります。
　　空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領（土
　　工編）【平成３０年３月】第４章４－１【解説】２）をご参照下さ
　　い。
　精算数量の協議：
　　３次元設計データ作成に関する協議で、ICT対象外とする箇
　　所がある場合や、ICTと通常施工が混在する場合等で起工
　　測量の３次元データと３次元設計データとの差分から算出さ
　　れる数量と、平均断面法から算出される数量を合算する場
　　合など個々の現場条件により精算数量の算出方法につい
　　て協議が必要となる場合があります。
　数量計算の方法の協議：
　　数量計算方法（点高法、TIN分割等を用いた救積、プリズモ
　　イダル法）を事前に受発注者間で決めるための協議です。
　　空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領（土
　　工編）【平成３０年３月】第５章５－２【解説】をご参照下さい。

また、出来高数量は、土木工事共通仕様書（案）（平成３０年３月）
1-1-1-21に基づく既済部分検査等で必要となります。

契約条件については、出来高数量算出に必要な施工前の地形
データを発注者が貸与する場合（前工事の完成データを次工事
の施工前データとして使用　等）で、予め特記仕様書で貸与する
ことが条件明示されていれば、「契約条件として認められている場
合」に該当します。

65 H30.9.28 全体
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ＩＣＴ施工ヘルプデスク　Ｑ＆Ａ　（3D設計）
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53 H30.5.7 音響

ICT浚渫についての質問です。「マルチビームを用いた深浅測量
マニュアル（浚渫工編）（平成30年4月改訂版）」P.19 「4.13次元
設計データのデータの作成」に記載されている発注者から貸与
された設計図書（平面図、縦断図、横断図等）や数量計算書を
基に３次元設計データを作成する。の作成方法ですが、浚渫の
場合は設計書が２次元の平面図に水深値（10mピッチ）が記載さ
れているものであり、その値を元に3次元データを作成するとい
う解釈でよろしいでしょう？

【港湾空港部より回答】
今後新たに発注される港湾関係の工事については、基本、マル
チビームによる測量・数量計算結果より設計図書を作成しますの
で、質問のような２次元の平面図より３次元データを作成する作
業は発生しません。

23 H29.2.1 全体
３次元設計データ作成時に線形データや横断図のない部分に
ついての確認方法を教えてください。

３次元設計データの確認は、３次元化する際の根拠を明確化する
ために実施するものです。
現場の既設構造物などに合わせて３次元設計データを作成する
場合は、合わせるべき箇所の３次元座標を示した資料を準備（発
注者との協議にて３次元座標を確認する）し、これを用いて３次元
設計データを作成します。
根拠資料として提出する資料も、上記で作成した資料の３次元座
標にチェックをいれます。

22 H29.1.26 全体

発注者から３次元測量データの提供が無い現状では、３次元起
工測量を行う指示を受けましたが、将来発注者から３次元測量
データを提供されるようになった場合には起工測量は不要にな
るのでしょうか？

契約図書として工事箇所の３次元測量データが付与されるように
なった場合においても、ＩＣＴ活用工事として位置付ける場合にお
いては、起工測量が必要となります。
また、共通仕様書に記載の設計図書の照査における内容からも
工事着手前の基準測量等は不要にならないと現時点では考えて
います。

19 H28.12.16 全体
従来は完成図面を提出していますが、ＩＣＴ土工でも完成図面を
納品するのでしょうか？その場合、従来の完成図とは違う部分
はありますか？

工事完成図については、従来どおり2次元の完成図を提出してく
ださい。詳細は下記に従ってください。

＜起工測量結果により土工数量のみが変更となる場合＞
・標準横断図及び管理測点毎の横断図は残し、図中に※土工（数
量）については3次元データを正とし、横断図は参考図扱いとする
旨を記述してください。
・管理測点毎の横断図への出来形寸法の赤書きや起工測量結果
の横断図への反映等、現況の反映のための図面修正作業は土
工部分については不要です。

＜土工以外の構造物の位置関係や土工の積算区分の境界位置
が変更になる場合＞
・管理測点毎の横断図への設計変更の反映については、構造物
の位置関係や積算区分を表現するのに必要な管理測点に限り、
設計横断及び起工測量結果を受けた現地盤線の修正を反映させ
てください。
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